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令和6年5月27日（月)　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：菊地　裕実果 
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＜連絡事項＞
・車いすは廊下に置かず、クリスタルルームに保管するようにお願いします。

・入院時肺炎球菌ワクチンについて確認するようお願いします。

＜入室状況＞
【転出】
・三浦　信子様～Cユニット5号室から南病棟Bユニット101号室

＜患者様連絡事項＞
・品田　潮様～健クリニック家族様代理受診済。テオフィリンは中止のままで経過観察、次回7月か8月中に再診予定。

・月舘　鐡男様～南病棟転出可の指示あり。

・田島　みね様～5/28～メマンチン開始、5/29～クエチアピン（25）に増量となる。

・和田　昌様～船場Drより本日よりバイタル2検（SPO2含む）の指示受ける。栄養課と相談し、食事は現在粥・刻みのため現状のまま提供することとなる。

・清川　一男様～食事ムセ込みあり、硬粥に変更となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、他室侵入や迷惑行為あり早めに開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。									

＜金Dｒ診察＞
・井端　芳則様～退院について面談実施予定。受け持ちNsより家族へ連絡予定。

・佐藤　聡美様～家族（主に夫）について情報があれば記録するよう指示受ける。

＜入院患者情報＞
日　　時：令和6年5月27日　13：56
　氏　　名：金田　儇子（かねた　としこ）様
　生年月日：昭和12年2月7日(87歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

現在夫と2人暮らし。90歳の夫は大腸がんの既往ありストマ装着。長男は秋田県在住
、次男は八戸市在住(公務員)。H26年頃より同じことを何度も言ったり聞いたりする等
の様子が認められ、H27年11月に物忘れを主訴に大里脳神経リハビリテーションクリニ
ックを初診。MMSE19点であり諸検査の結果からアルツハイマー型認知症と診断を受け
薬剤治療開始。しかしH28年4月に倦怠感の訴えあり中止し、倦怠感改善後治療再開す
る方針として一旦終診。H29年1月治療再開を希望し同院来院。ドネペジルを再開した
ところ再び倦怠感の訴えあったが投与を継続。R1年5月にレミニールに変更して様子を
みていたが倦怠感が憎悪したためドネぺジルへ戻したR2年1月の問診では短期記憶低下
が著しくメマリーを追加。R4年2月MMSE11点。R5年8月頃より言葉を発しなくなり、頷
く等の意思表示に留まっていた。徐々に認知機能低下が認められ、食事中に箸の持ち
方が分からなくなり手づかみで食べることや、自宅内の徘徊、冷蔵庫の中身を他の場
所に移動する、水道の蛇口を開けっぱなしにする、炊飯器の蓋を開けたままにする等
の行動があり夫が対応に疲弊。屋外に出ることはないが玄関先まで歩くこともあり、
漏便もあるため常時見守りが必要であった。「駄目だよ」と言えば頷くことや目で合
図する等状況把握している部分も残されているが、今後は施設入所を検討しており環
境調整目的での入院希望あり。本日、東病棟Cユニットに医療保護入院となる。

